
















A Study of Ecosystem Services Changes in Tama River since the Meiji Era























































































































































































































































































時代 年代 恵み 利用 脅威
1871-1880 サケ、マス、アユ、漁場、水源 水運、稚魚放流、養殖、漁、導水 河川氾濫、渇水
1881-1890 アユ、漁場、軍事演習場、釣り場、鉱泉、
水源、水泳場
行幸啓、漁、軍事演習、花火大会、水運（渡船）、植林、釣り、水泳 渇水、河川氾濫
1891-1900 桜、アユ、ヤマメ、漁場、水源、砂金、
釣り場、砂利、軍事演習場、水力
漁、鉱業、釣り、採石、軍事演習、発電、山林伐採、行幸啓 河川氾濫、赤痢
1901-1910 水源、水源林、アユ、漁場、釣り場、
砂利、水力、梅、鵜
散策、漁、釣り、水運、採石、行幸啓、発電、花火大会、清遊、舟遊び、
狩猟
河川氾濫
1911-1920 アユ、漁場、軍事演習場、水源、梅、
地下水源、ニジマス、水泳場、水力、
桜
漁、行幸啓、軍事演習、花火大会、植林、水泳、発電、花見、林間学校 渇水、河川氾濫
1921-1930 水泳場、砂利、水力、漁場、アユ、水源、
カジカ、マス、ハヤ、釣り場、アサリ、
ハマグリ、シジミ、コイ
水泳、採石、林間学校、発電、養殖、水運、水遊、花火大会、水馬競走、
多摩川園（行楽）、釣り、漁
河川氾濫、渇水
1931-1940 ヤマメ、釣り場、アユ、水源、フッコ、
水泳場、ハヤ、フナ、漁場、軍事演習場、
水力、コイ、砂利、ウナギ、タナゴ、
マルタ（ウグイ）、ナマズ、水質浄化、
ワサビ、ヤマベ、桜
花見、釣り、水泳、漁、花火大会、多摩川園（行楽）、運動場（スポーツ）、
軍事演習、発電、稚魚放流、採石、ピクニック、菊人形展、つつじ展、水遊、
自動車競走、行幸啓、軍国菊人形展、戦利品展覧、鹵獲品展覧、桜増殖、
戦捷つつじ大会、カヌー大会、水上スキー、学童交歓会（日独伊）
河川氾濫
1941-1950 釣り場、ヤマベ、フナ、ハヤ、アユ、
漁場、桃、水源、軍事演習場、鰉、コイ、
キャンプ村、ハゼ、ボラ、サンショ
ウウオ
釣り、航空博覧会、漁、国民錬成所、訓練犬競技大会、菊花大会、軍事演習、
博覧会・展覧会（軍事）、学童交歓会（日独伊）、稚魚放流、鹵獲品展覧、
キャンプ、プロ野球、多摩川園（行楽）、自転車駅伝、自動車競走、夏
季学校、花火大会、行楽、菊人形展
河川氾濫、渇水
1951-1960 釣り場、ヨモギ、アユ、漁場、砂利、
ハヤ、ヤマベ、水源、ホタル、コイ、
水泳場、ショウブ、水力、真水クラゲ、
競艇場、ハゼ、フナ、タンポポ、桜、
水源林、梨
水質規制（水質浄化）、環境保護運動、ボート、プロ野球、愛鳥週間、
工場排水（水質汚濁）、競艇、スモッグ、野鳥保護、ゴミ拾い、多摩川
園（行楽）、菊人形展、たこあげ大会、公園開発、写生大会、花火、ゴ
ルフ、自然祭、マラソン大会、漁、釣り、写真展、灯篭流し、サイクリ
ング、稚魚放流、渡し船、菊人形展、緑地広場、浄水施設（水質浄化）
水質汚濁、大気
汚染、河川氾
濫、悪臭、カシ
ンベック病、公
園開発
1961-1970 桜、ヤマベ、アユ、釣り場、漁場、
水泳場、水源、競艇場、果樹園、リ
ンゴ、ナシ、ブドウ、キャンプ場、
砂利、ハゼ、コジュケイ、水源林
プロ野球、釣り、花火大会、ロードレース大会、競艇、稚魚放流、漁、
たこあげ、清掃活動、環境保護運動、カヌー、モトクロス、浄水施設（水
質浄化）、工場排水（水質汚濁）、水質基準（水質浄化）、花粉症、多摩
川サミット（環境保護）、探鳥会、放鳥、森林整備公社、名犬・愛犬展、
ジャズ・フェス、マラソン大会、行楽、多摩川ウイーク、ジェットスキー、
種まき（緑化）、スモッグ、古墳見学会、多摩川河川敷で歩こう大会
悪臭、水質汚
濁、植生異変、
渇水、大気汚
染、ピラニア、
ブルーギル
1971-1980 カモ、競艇場、オオハクチョウ、桜、
アユ、コイ、フナ、梨、ハヤ、タナゴ、
漁場、釣り場、水質浄化、水源、ヒ
ヌマイトトンボ、ヤマベ、ハゼ、ウ
ナギ、カモ、サワガニ、ホタル
稚魚放流、漁、釣り、ホタル観賞会、マラソン大会、どんど焼き、カヌ
ー、いかだレース、多摩川の鳥展（写真展）、多摩川河川敷で歩こう大会、
ジャズ演奏会、水質検査（水質浄化）、多摩川の自然写真展、清掃活動、
紅葉（行楽）、環境保護運動、丸太道作り、養殖、苗木配布、生活排水（水
質汚濁）、みずウォーク、花火、「鵜の木」物産展、サッカーフェスティ
バル、レディテニス全国大会、たこあげ、発電、温泉、植樹、多摩川ウ
ォーク、花見、競艇、ふれあいウオーク、イベントラリー、全国少年サ
ッカー都大会、植物観察会、水泳
渇水、水質汚
濁、ダイオキシ
ン、河川氾濫
1981-1990 釣り場、水質浄化、カワラエンマ、
競艇場、サケ、漁場、タイ、水源、
アユ、スイカ、トマト、メダカ、カ
ダヤシ、フナ、コイ、セミ、キジ、
ハヤ、ニジマス、ヒメマス、ウグイ
野鳥観察、どんど焼き、水族館、稚魚放流、釣り、イベントラリー、い
かだレース、清掃活動、漁、花火大会、人工雨、競艇、マラソン大会、
ロードレース大会、水質調査（水質浄化）、花見、多摩川ウオーク、全
国少年サッカー都大会、水源森林隊、植物観察会、水鳥観察会、森林ウ
オーク、植樹、景観保護（建築制限）、カヌー大会、鵜の木まつり、水
泳、浄水施設（水質浄化）、みずウオーク、水辺散策、ハイキング、地酒、
多摩川写真コンテスト、源流シンポジウム、多摩さくら百年物語、遊学
熟、森林フォーラム、魚道整備、ロックフェス、発電、リサイクルフェス、
水源林ウオーク、多摩川流域フェス
ワニガメ、水質
汚濁、カミツキ
ガメ、シカ食
害、アレチウリ
1991-2000 サケ、ヤマメ、アマゴ、ウグイ、桜、
アユ、漁場、アジサイ、釣り場、ホタル、
アメリカヒドリ、水質浄化、ハゼ、
水源林、マルタ、コイ、カジカ、水源、
ユスリカ、アサザ、ハクチョウ、野
ネズミ、ヒヌマイトンボ、コアジサシ、
ツバメ、水力、カルガモ、アマサギ、
梨、オオイヌノフグリ、サギ、競艇場、
梅、原生林、ワサビ、ウナギ、カワ
ラノギク、水泳場
稚魚放流、漁、釣り、ホタル観賞会、マラソン大会、どんど焼き、カヌ
ー、いかだレース、多摩川の鳥展（写真展）、多摩川河川敷で歩こう大会、
ジャズ演奏会、水質検査（水質浄化）、多摩川の自然写真展、清掃活動、
紅葉（行楽）、環境保護運動、丸太道作り、養殖、苗木配布、生活排水（水
質汚濁）、みずウォーク、花火、「鵜の木」物産展、サッカーフェスティ
バル、レディテニス全国大会、たこあげ、発電、温泉、植樹、多摩川ウ
ォーク、花見、競艇、ふれあいウオーク、イベントラリー、全国少年サ
ッカー都大会、植物観察会、水泳
渇水、水質汚
濁、ダイオキシ
ン、河川氾濫
2001-2010 トビハゼ、ヤマメ、サケ、釣り場、アユ、
漁場、アジサイ、梨、競艇場、マス、
水質浄化、桜、コアジサシ、水源林、
フジバカマ、カワラノギク、マガモ、
水泳場、タマノカンアオイ、コイ、
マイタケ、ヨメナ、ムサシノキスゲ、
アカバナユウゲショウ、水力
野鳥観察、どんど焼き、水族館、稚魚放流、釣り、イベントラリー、い
かだレース、清掃活動、漁、花火大会、人工雨、競艇、マラソン大会、
ロードレース大会、水質調査（水質浄化）、花見、多摩川ウオーク、全
国少年サッカー都大会、水源森林隊、植物観察会、水鳥観察会、森林ウ
オーク、植樹、景観保護（建築制限）、カヌー大会、鵜の木まつり、水
泳、浄水施設（水質浄化）、みずウオーク、水辺散策、ハイキング、地酒、
多摩川写真コンテスト、源流シンポジウム、多摩さくら百年物語、遊学
熟、森林フォーラム、魚道整備、ロックフェス、発電、リサイクルフェス、
水源林ウオーク、多摩川流域フェス
ワニガメ、水質
汚濁、カミツキ
ガメ、シカ食
害、アレチウリ
表 1 多摩川の生態系サービス（恵み）、利用、脅威の時代変遷（読売新聞・朝日新聞データベースの解析による）
明治
大正
昭和
（戦前）
昭和
（戦後）
平成
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・春休みには、多摩川河川敷の遊園地に行楽に訪れる人
が多かった。
・多摩川で春に営まれる野草観察、春の釣り、摘草、ハ
イキングなどが紹介されている。
3 章　まとめ
　本研究では、新聞記事データベースの解析によって、
多摩川の生態系サービス（恵み）と利用、あるいは脅威
の具体的な要素を示すとともに、特に明治期以降現代に
至る変遷を明らかにした。
　この結果、多摩川の恵みと利用、脅威の要素については、
時代を通じて一貫して変わらない要素が認められる一方
で、それぞれの時代の自然的社会的条件の影響を受けて、
衰退あるいは新興した要素が認められた。
　多摩川の主要な脅威について見ると、氾濫と渇水が断
続的に課題となっていた。また、戦後の 1950 年代以降
からは、昭和の高度経済成長期に生じた工場排水や家庭
排水による水質汚濁が大きな課題となった。1980 年代
からは、外来生物の侵入が大きな脅威として認められる
ようになった。なお、渇水と水源の確保、水質汚濁と水
質浄化機能、あるいは外来生物の侵入と生物多様性の維
持のように、恵みと利用、脅威の要素は相互に連関して
生じていることが示唆される。
　多摩川の主要な恵みと利用について見ると、近世ある
いは明治期から現代まで一貫して認められるのは、水、
水産物、水遊び・花火・花見であった。これらは、川の
恵みと利用の基本を成すもので、多摩川に認められる恵
みは、以上の要素と何らかの関係をもっているものが多
かった。それぞれについて、要点をまとめた。
【水】
　水源、水運、漁場、水遊び（水泳）は、近世から継続
された多摩川の主要な水の恵みである。水運は衰退した
ものの、これらの恵みは現代も継続して利用され、多摩
川の恵みとして認識されている。明治期からは発電のた
めの水力利用がされるようになり、さらに建築資材とし
て砂利の採掘が盛んに行われるようになった。過剰な採
掘によって課題を引き起こしたものの、多摩川の砂利は
東京の発展に大きく貢献し、砂利採掘のために敷設され
た鉄道は、多摩川の行楽利用にも利用され、流域の都市
化を進展させた。明治期の多摩川は清流と言われる程水
質も良好であったが、戦後の高度成長期に著しい水質汚
濁が生じると、これが契機となって、河川の水質浄化機
能が恵みとして認識されるようになった。
【水産物】
　アユ、ウナギ、コイ、フナ、シジミ等の多摩川の水産物は、
江戸期から盛んに利用されており、時代を通じて一貫し
て利用されてきた多摩川の恵みである。特にアユは、江
戸期から多摩川の水産物として著名であった。大正期ま
では、鮎漁会が盛んに催され、多摩川の風物となってい
た。漁業資源としての恵みに加え、レジャーとしての釣
りも特に昭和戦前期までは盛んに行われていた。昭和戦
後期の水質汚濁や水質浄化への取り組みが課題になると、
再生のシンボルとしてアユやサケが注目され、稚魚の放
流イベントが行われた。河川横断工作物の設置による移
動障害を低減し、アユ等の遡上や流下を可能とするため、
魚道も設置されるようになった。
【花火・水遊び・花見】
　河川における花火は、江戸期から記録がある営みであ
る。多摩川においても、明治期から継続して花火大会が
開催されており、現在でも多くの人出がある。
　多摩川が清流あるいは清水と言われていた昭和戦前期
までは、水泳が盛んに行われていた。昭和戦後期に水質
汚濁が深刻化し、水の事故が社会問題になった時期もあっ
たが、水泳あるいは水遊びは、現代まで継続して行われ
ている。
　昭和戦前期まで、玉川上水の桜並木や、多摩川からの
季節の花の便りは、多摩川に行楽で出かける動機となっ
ていた。昭和戦後期からは、花と並んで、多様な動植物
が生きる自然として認識されるようになり、施設整備や
利用圧が高まると、自然を守るための活動も活発化した。
現代では、多摩川の生物多様性の維持機能が恵みとして
認識されるようになっている。
　現代の多摩川では、これまで認められた代表的な恵み
と利用に加えて、マラソン・サッカー等のスポーツ大会や、
散策・ウォーキングや自然観察会等の様々なイベントが
開催されている。流域の都市化の進展とともに、河川へ
の都市的利用圧も高まり、多摩川は市民参加の場所とし
て利用される傾向が認められる。これに伴って、多摩川
の恵みに関する認識も変化しているものと考えられる。
　すなわち、河川が都市と一体となって、恵みの要素も
利用の形態もより多様化しつつあるのが現状である。流
域人口が著しく多く、大都市圏を貫流する多摩川におい
ては、生態系サービスに対する要求も高く、かつその内
容は時代とともに大きく変遷している。これからも多摩
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川の生態系サービスを持続可能に利用し続けていくため
には、暮らしの変化や生態系サービスへの要求を注意深
く見つめていくことが課題となるだろう。
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